第１部会（行政推進）第６回部会概要

日　時　　平成１９年７月２０日（金）午後６時３０分～午後８時００分

場　所　　登別市役所　第３委員会室
司会進行　鈴木委員
出席者　　平秀里　合田美津子　石亀裕　鈴木道雄　田中寛志
説明員　　情報推進グループ　玉田総括主幹　橋場主査　上野主査　
事務局　　伊藤総務部次長　二階堂総括主幹　宮崎企画主幹　千葉企画主査

議　題　　１．外部評価について
　　　　　２．その他
１．外部評価について
（１）地域情報化推進事業について
◇平成１９年度の当初予算が平成１８年度より増えているが、この評価は拡大にならないのか。評価の判断基準が分からない。
　　～パソコン購入費の償還額が上がることや、ルーターの交換費用など、事業を維持する上で事業費が増えている。

◇ホームページのアクセス数は目標と実績値がぴったりで、あわせて作ったようだ。

◇担当グループによる事務事業評価の内容の点数だが、法的根拠が無いのに５点であったり、代替性が無いのに２点であったりして、評価基準と点数があっていない部分があるのでは。
　　～事業の目的が的確であるという判断で５点にしている。また代替性については、過去にも一部民間委託により人件費を削減した実績があり、代替性が無いとは考えていない。

· ホームページのアクセス数は１，６００件を継続する目標を立てているが、達成度が１００％であれば増やしていく目標とすべきではないのか。
　　～人口が減少する中で現状維持が妥当と考えた。

◇登別市のホームページは、他の市町村と比べ魅力が無い。
　　～職員が手作りで作成している。また老若男女あらゆる年齢層の市民が見やすい形式を目指している。
◇パソコンの耐用年数は何年か。
　　～通常は４年だが、使用頻度によって異なる。

（２）市民ニーズアンケートについて

　◇アンケート回収率を成果指標にしているが、なぜ目標値が４６％なのか。目標値はもっと高く考えるべきではないのか。

　　　～第１期基本計画策定時に行ったアンケートの回収率を参考とし設定した。

　◇担当グループの評価には回収率を上げる方策を記すべきではないのか。
　　　～一般的にアンケート回収率のボーダーラインは２５％程度であることから、回収率が低いとは考えていない。

（３）外部評価における考え方（運営委員会決定事項）について
　◇運営委員会より統一事項が示されたが、詳しく評価する方法であり、前回決めた７つの事務事業全ての外部評価を行うのは難しいと考える。
　◇全部できると思う。最初から数を減らして考えるのはだめだと思う。削るとすれば職員提案をやめて、後６本を行いたい。
　◇しっかり評価できないのであれば、行わないほうが良い。

　◇今年度は外部評価の初年度であるので、本数を減らしてしっかり行ったほうが良い。

３．決定事項
　◇外部評価の対象事務事業は「地域情報化推進事業」と「市民ニーズアンケート調査事業」の２本にしぼることとする。

　◇次回、上記２本について外部評価を行う。

　◇次回も市の説明員の出席をお願いする。

　◇上記２本の評価が早く終了した場合「国際交流推進事業」など追加して行う。

４．次回日程
　◇平成１９年８月２１日(火)　１８：３０～
　　市役所２階　第２委員会室
